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2Akune

０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
都

市
が
東
京
に
決
定
し
た
こ
と
に
、
昭
和

39

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
阿
久
根
市
内
を
走
ら

れ
た
田
上
拓
郎
さ
ん
は
、
特
別
な
思
い

で
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

田
上
さ
ん
が
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
走
っ
た
の
は
、
阿
久
根
農
業
高
校
の

３
年
生
の
時
で
、
陸
上
部
に
所
属
し
て

い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

ト
ー
チ
を
持
っ
て
先
頭
を
走
る
正
走

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

す
ぐ
後
ろ
で
20

人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
と

隊
列
を
組
み
、
同
じ
聖
火
隊
と
し
て
走

り
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
送
ら
れ
る
大
き
な
声
援
に

背
中
を
押
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
走
っ
た

経
験
は
、
「
陸
上
の
競
技
人
生
の
中
で
、

誇
ら
し
く
も
あ
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
で
あ
る
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

高
校
時
代
の
陸
上
部
の
監
督
は
と
て

も
厳
し
く
、
集
合
し
て
整
列
し
て
い
る

間
も
、
い
つ
怒
鳴
ら
れ
る
か
と
ピ
リ
ピ

リ
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
田

上
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
２
年
間

仕
事
に
没
頭
し
、
陸
上
競
技
の
世
界
か

ら
離
れ
て
い
ま
し
た
。

田
上
さ
ん
に
転
機
が
訪
れ
た
の
が
、

地
元
の
青
年
団
に
入
っ
た
と
き
。
高
校

２

時
代
の
先
輩
か
ら
、
「
県
の
青
年
団
陸

上
の
大
会
が
あ
る
か
ら
、
ま
た
陸
上
を

や
っ
て
み
な
い
か
」
と
い
う
誘
い
が
あ

り
ま
し
た
。
家
族
の
支
え
も
あ
っ
て

か
、
学
生
時
代
よ
り
め
き
め
き
と
成
績

が
伸
び
、
県
の
勤
労
者
大
会
（
今
で
言

え
ば
実
業
団
の
大
会
）
で
優
勝
し
た
り

し
て
、
走
り
幅
と
び
と
１
０
０
ｍ
走
で

国
体
に
２
年
続
け
て
出
場
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
動
車
整
備
士
の
修
行
の

た
め
県
外
に
転
出
し
、
９
年
ほ
ど
陸
上

か
ら
離
れ
ま
し
た
が
、
修
行
か
ら
地
元

に
帰
っ
て
き
た
と
き
、
高
校
の
先
輩
や

後
輩
た
ち
が
自
分
の
こ
と
を
覚
え
て
い

て
く
れ
て
、
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
お

か
げ
で
、
再
度
陸
上
に
携
わ
る
よ
う
に

な
り
、
子
ど
も
た
ち
と
陸
上
を
通
し
て

ふ
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
に
自
分
が
経
験
し
た

よ
う
な
思
い
を
味
あ
わ
せ
て
上
げ
た

い
」
と
考
え
、
阿
久
根
市
陸
上
競
技
協

会
の
理
事
長
を
務
め
て
い
る
と
き
に
阿

久
根
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
発
足
。

来
年
で
30

周
年
を
迎
え
ま
す
。

「
阿
久
根
の
子
ど
も
た
ち
が
７
年
後

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と
き
に
、
ま
ち
を

上
げ
て
応
援
で
き
る
よ
う
な
選
手
に
育

つ
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
今
か
ら

ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
そ
れ
は
陸
上
だ
け
の

話
で
は
な
い
け
ど
ね
」
と
語
る
田
上
さ

ん
の
姿
が
眩
し
く
見
え
ま
し
た
。

▲『広報あくね』昭和39年10月号に掲載された東京オリンピッ
クの聖火リレーに関する特集記事。聖火の出迎えが市民総出
で行われていたことがわかります。

s
市
陸
上
競
技
場
に
建
て
ら
れ
て
い
る

聖
火
リ
レ
ー
の
記
念
碑
。
建
立
当
初

は
、
阿
久
根
駅
近
く
の
国
道
沿
い
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲『広報あくね』昭和39年10

月号の表紙

受
け
継
が
れ
る
も
の

昭
和
39
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
の
思
い
出
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夫の定年退職で阿久根に帰省してから５

回目の夏を過ごしました。夜空の星々の美

しさに歓喜し、空気のおいしさに深呼吸。

阿久根の友人・知人、新鮮な野菜や魚にお

世話になりながら生きております。「感謝。」

ひと言

今月の題字

冨と
み

吉よ
し

　
美み

弥や

子こ

さ
ん

（
潟
　
区
）

田上拓郎さん（67）
牛之浜区でカーショップ田上を経営しながら、阿久根

市陸上競技協会会長を務める。30年前、阿久根陸上ス

ポーツ少年団を発足させた。牛之浜区在住。

▲鶴翔高校陸上部

t
田
上
拓
郎
さ
ん
が
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
で
着
用
し
て
い
た

ラ
ン
ニ
ン
グ
と
短
パ
ン
。
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グラウンド・ゴルフ場が

として、リニューアルY
日本グラウンド ・ ゴルフ協会　
認定コース （認定第３５７号）

▲県グラウンド・ゴルフ協会会長の有川馨
さん（右）から認定証を受け取る西平市長

鹿児島県内で15番目の
日本グラウンド・ゴルフ協会
認定８ホールのコース

会式では認定コース開場を記念したテープカットや始球式が
行われました。県グラウンド・ゴルフ協会会長の有川馨さん

は「認定コースができて嬉しい限り。起伏に富み、やりごたえの
ある県内でも珍しいコースなのでは。せっかくの認定コース、ど
んどん大会を開き、健康で元気に競技してくれる人がたくさん増
えてくれれば」と笑顔で話してくださいました。

開

スポーツの秋
楽しんでいま
すか？

「起伏に富んだコースが多くて飽きない。思わぬところ
で上手に打てたりして楽しい」と話す参加者。

OPEN AFTER RENEW
AL
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所
丘
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
が
、
８
月
22

日
付
け
で
、
公

益
社
団
法
人
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
か
ら
認
定
コ
ー
ス
と
し
て
承
認

（
承
認
番
号
第
３
５
７
号
）
さ
れ
、
10

月
１
日
、
つ
い
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

番

オ
ー
プ
ン
初
日
は
、
式
典

だ
け
で
な
く
、
開
場
記
念
大

会
も
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か

ら
64

チ
ー
ム
、
320

名
が
参

加
。
参
加
者
は
、
さ
わ
や
か

な
秋
空
の
も
と
、
初
ラ
ウ
ン

ド
の
感
触
を
か
み
し
め
な
が

ら
、
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
し
て

い
ま
し
た
。

気
候
的
に
も
過
ご
し
や
す

い
時
季
で
す
。
皆
さ
ま
の
健

康
増
進
を
図
る
た
め
、
新
し

く
な
っ
た
芝
の
コ
ー
ス
で
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、
開
場
記
念

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◇
団
体
の
部

・
優
　
勝
　
チ
ー
ム
大
尾

・
準
優
勝
　
高
尾
野
東
水
流

・
三
　
位
　
川
内
協
会
Ｂ

◇
個
人
の
部

・
優
　
勝
　
森
園
幸
子

（
チ
ー
ム
大
尾
）

・
準
優
勝
　
九
反
靖
子

（
野
田
２
組
）

・
三
　
位
　
道
岡
祥
一

（
川
内
協
会
Ａ
）

※
問
い
合
わ
せ
先

・
都
市
建
設
課
　
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
８
３

・
番
所
丘
公
園
　
管
理
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
３
７
７
７

道
具
一
式
の
貸
出
は｢

無
料｣

団
体
利
用
割
引
も
あ
り
ま
す
Y

番所丘公園
認定コース

番所丘公園 グラウンド・ゴルフ場
・利用料／１ラウンド　小・中・高校生　50円

大人　100円
※15名以上の団体　１名80円

なお、クラブ等の道具一式の貸出は無料です。
・利用時間／ ４月～９月　午前９時30分～午後６時

10月～３月　午前９時30分～午後５時
・定休日／毎週月曜日（祭日の場合は翌日）

年末・年始　12月31日、１月１日

多目的広場　
＆お祭り広場

▲多目的広場とお祭り広場は、グラウンド・ゴル
フに限らず、自由に遊ぶことができます。

認定コース近くにある
多目的広場とお祭り広場の
利用はこれまで通り

｢無料｣です
定コース」ではありませんが、これまでと同様に、多目
的広場とお祭り広場についてもグラウンド・ゴルフ場と

して、無料で利用することができますので、お気軽にご利用
ください。

「認

※また、パターゴルフについても、小・中・高校生が150円、大人が
250円に値下げしました。こちらもぜひご利用ください。
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阿久根交通 ・地域安全

グラウンド ・ ゴルフ大会

日本一どでカボチャコンクールで

８７個のどでカボチャがズッシリ勢揃い

女
の
子
が
手
に
し
て
い
る
の
は
、
普
通
サ
イ
ズ
の

カ
ボ
チ
ャ
で
す
。

▲同じラウンドで、２人
揃ってホールインワン
を達成。お見事ですY

月26日、市総合運動公園で
開かれた阿久根交通・地域安

全グラウンド・ゴルフ大会の結
果は、次のとおりです。（敬称略）
◇団体の部

優　勝　塚本クラブＡ

準優勝　赤瀬川ＧＧ同好会Ｂ

第３位　折口Ｂ

◇個人の部

優　勝　中山勝久　 準優勝　木原千鶴子
第３位　上脇澄敏

月８日、脇本地区公民館で開かれた日
本一どでカボチャコンクール鹿児島県

大会の結果は、次のとおりです。（敬称略）
◇重量賞の部

優　勝　双津久夫

166.8㎏
準優勝　山下雅也

137.6㎏
第３位　石澤福三千

117.2㎏

９ ９

月９日、陳之尾公民館前の遊休地となって
いた畑で、折多小学校の５年生21名、おり

た保育園の年長さん18名、デイハウスふたばの
利用者22名、そのほか地域住民の方々などを合
わせた約90名が、秋そばの種６ｋｇをまきまし
た。折多地区を活性化させようと、同地区の有
志が委員を務めている活性化施設建設推進委
員会が主催して実施。
折多小５年の田島由紀七さんは「そばは大好
きでよく食べますが、種をまいたのは初めて。
近くを通るときは、畑を見るようにしたい」と、
そばの生育に興味をもったようでした。

９

折多地区の活性化事業で、 折多小、 おりた保育園、

デイハウスふたばがそばの種まきを体験

そばは、種をまいてから１週間で
芽を出し、およそ３週間で花を咲
かせます。来年の２月４日に試食
会を予定しているそうです。

今
月
も
た
く
さ
ん
の
情
報
提
供

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
お
近
く
で
楽
し
い
話

題
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
、
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
　
秘
書
広
報
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
８

み
ん
な
の

ア
ル
バ
ム
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『それいけ５５』

昭和49年卒から

三笠中55歳組

がスタートY

華じゃなくてつぼみの

大川中４５歳組

今年で３０歳の 『三
み

十
ど

来
こい

組』 も

鶴中の体育大会で一役買う

有志15人でよさこいソー

ランを披露。

月15日、三笠中学校の体育大会に今年度で 
55歳になる同校の昭和49年卒業生50名が『そ

れいけ55』と題して、初めて参加しました。実行

委員長の中村研二さんは、「生徒数が少なくなっ

た中学校の体育大会を盛り上げるため、後輩たち

も自分たちに続いてほしい」と話していました。

月８日、大川中学校と大川校区の合同運動会
に今年度で45歳になる同校の昭和58年卒業

生38名が『つぼみの45歳組』として参加しました。
懐かしい級友と母校のグラウンドで童心に返り、
心地よい汗を流していました。

９
９

先
輩
の
洗
礼
で
顔
だ
け

白
く
若
返
り
ま
す
。

川内中学校の体育大会
を盛り上げようと、今

年で30歳を迎える『三十来
組』の10名が、『55歳組』
と一緒に体育大会に参加
し、一役買っていました。

鶴

地元出身者だけ
でなく有志も
参加していた
『三十来組』。

鶴中55歳組

母校の運動会で

和気あいあい

月22日、鶴川内中学校の体育大会に今年度で

55歳になる同校の昭和49年の卒業生25名が

『55歳組』として参加しました。後輩生徒に混じ

りながら、55歳組として多くの競技に参加し、体

育大会を大いに盛り上げていました。

９

後輩の鶴中生徒から
声援を受け、発奮す
る鶴中55歳組。

みんなのアルバム
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「みんなで頑張って、何とか引き上げることが

できたという達成感がすごく気持ちいい」

体験学習
地引き網で獲れた魚に大ハシャギ

生徒たちは「手が痛い」s
とくじけそうになりなが
らも、互いに励まし合い、
懸命に網を引っ張ってい
ました。

月21日、脇本海岸で三笠中学校３年生の保
護者の方々が、「子どもたちに思い出に残

る体験をさせたい」ということで実施したもの
で、生徒や保護者、教員の約70名が参加しまし
た。サイズが大きいチヌやキスなど約80㎏の魚
が獲れ、生徒たちは大満足のようでした。

９

ニュース

国際交流
尾崎小の

児童が描く

火の用心Y

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
シ
ャ
ッ

t
タ
ー
に
絵
を
描
く
尾
崎
小
の
児
童
。

月19日、尾崎小学校の子どもたちが、地元
山下消防分団の依頼で、同団弓木野班詰所

シャッターに、火の用心や消防団長の似顔絵、
タケノコの絵などを描きました。６年生の折橋
亜実さんは「地元の人がこれを見て、少しでも
火の用心を心がけてくれると嬉しい」と話して
くれました。

９

世
界
各
国
の
民
族
衣
装
を
試
着
し

t
た
り
し
て
交
流
を
深
め
た
児
童
。

阿久根学童
クラブが
外国人留学生と
異文化体験教室

月29日、西目地区構造改善センターで、阿
久根学童クラブの子どもたち66人と、ＮＰ

Ｏ法人国際理解プログラム研究会から派遣され
た外国人留学生３人とで、異文化体験教室が開
かれました。留学生は、インドやインドネシア、
モーリタニア出身の鹿大の大学院生で、クイズ
やゲームなどを交え、それぞれの出身国の文化
や言葉について紹介していました。
また、世界の民族衣装の試着体験も行われ、

「この服を着たまま外国に行ったら、その国の
人に間違われるかな」と試着していた子どもが
得意げに話していました。

８

みんなのアルバム
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県内初のユネスコスクールに

大川中が認定

救命救急講習に

鶴翔高校の生徒44人が真剣に学ぶ
川中学校が、国連教育科学文化機関（ユネ
スコ）から国際平和など地球規模の課題解

決を目指して活動する「ユネスコスクール」に
県内で初めて認定され、９月11日に同校で認定
式が行われました。認定証等が手渡された後、
生徒たちは早速、鹿児島ユネスコ協会の上原順
子副会長から活動内容について学んでいました。

久根地区消防組合、出水郡医師会、出水市
消防本部は、９月11日、救急の日に合わせ、

救急医療講座を鶴翔高校で開催しました。
生徒たちは、救急車到着までに必要な心肺蘇

生やAEDの装着の仕方について実践し、救急救
命士から「絶対助けるという気持ちで繰り返し
行って」とつきっきりで指導を受けていました。

大 阿

ニュース 救命講習
ま
ず
は
自
分
た
ち
の
情
報
を
発
信

t
し
て
み
て
は
と
話
す
上
原
氏
（
左
）

「
機
会
が
あ
れ
ば
、
率
先
し
て
や
っ

t
て
み
た
い
」
と
話
す
生
徒
も
。

交流学習

JICA青年海外
協力隊ＯＢを
講師に招いた
交流学習（西目小）

▲西目小の子どもたちは、講師の永山俊介先生（後列中央）

が持参された、中国内
うち

モンゴルの民族衣装や革製の小物
入れなどに興味津々のようでした。

月11日、昨年６月までの２年間、JICA青
年海外協力隊として中国の病院に赴任し

た、作業療法士の永山俊介先生を講師に招いた

交流学習が行われました。

永山先生は、体験談を交えて協力隊の仕事や

中国の文化などを紹介し、中国で深刻な問題と

なっている貧富の格差について触れ、どうした

ら格差を無くすことができるかと、子どもたち

に問題提起する一場面もありました。

月15日、小麦集落公民館で開かれた敬老会

に、鹿屋市を中心に活動する鹿屋和太鼓集

団「魂～Ko-Ko-Ro～」が昨年に引き続き、お祝
いに駆けつけました。演奏終了後、参加者の一

人が、天井から落ちてきたホコリが自分の焼酎

のコップに浮いているのを見つけ「天狗様が天

井で踊っていたから落ちてきたんだろう」と話

すと、会場は大きな笑い声に包まれていました。

９９

和太鼓の力強い演奏の音で

天狗も踊り出す（小麦集落敬老会）

▲太鼓演奏だけでな
く、集落の最高齢
者である大田キク
ヱさん（96歳、右
から２人目）自慢
の歌声も披露さ
れ、参加者は手拍
子をしながら聞き
入っていました。

敬 老 会

みんなのアルバム
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市総合文化祭を開催します

【演芸の部】

【展示の部】

【華　道】

【演芸の部】 【展示の部】

◇演芸の部

◇展示の部

◇華道・茶道（展示・実演）

開催場所：市民会館大ホール
『前日祭』：11月２日㈯　午後２時～午後７時20分（予定）

『当日祭』：11月３日㈰　午前９時30分～午後１時55分（予定）

開催場所：働く女性の家、保健センター
日　　時：11月２日㈯　午前９時～午後７時

11月３日㈰　午前９時～午後２時

開催場所：市民会館２階
日　　時：11月２日㈯

華道　午前９時～午後７時（予定）
11月３日㈰
茶道　午前９時～午後２時（予定）
華道　午前９時30分～午後２時（予定）

◇開催日

１１月２日(土)
１１月３日(日)
〈問い合わせ先〉
生涯学習課 （市民会館）

☎0996-72-1051
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◇参　加　料　男性　４,０００円
女性　３,０００円

◇申込締切日　10月31日㈭必着

◇参 加 資 格　20歳～50歳独身男女

※ただし、男性は阿久根市在住もしくは、お勤め

の方。女性は在住地域を問いません。

◇募 集 人 数　男女各20名

※募集定員に達した場合、当方で選考いたします。

◇申 込 方 法

郵送、メール、もしくはＦＡＸでお申し込み後、

案内状を送付します。

※問い合わせ先　阿久根商工会議所　青年部

☎０９９６-７２-１１８５/ＦＡＸ０９９６-７２-１１８６
メールアドレス　tokimeite@akune-cci.or.jp

参加者大募集
◇開催日時

12月１日（日）
午前10時～午後４時30分（予定）

昼食あり

▼ベル、ベルター、ボールを使って身体を動かす３Ｂ体操。

◇阿久根会場

阿久根市総合運動公園、鶴翔高校、

阿久根中学校

◇出水会場

出水市総合体育館　他３会場

◇種　目

〈阿久根会場〉

・総合運動公園

スポーツチャンバラ、ユニカール、お手玉、

武術太極拳、３Ｂ体操　　　　…ほか14種目

・鶴翔高校　　　スポレック

・阿久根中学校　バウンドテニス

〈出水会場〉

・出水市総合体育館　他３会場

ソフトバレーボール　ほか

今回、すべて無料で体験することができますの

で、ぜひご参加ください。

※問い合わせ先　生涯学習課（市民会館）

☎０９９６－７２－１０５１

～北薩から広げよう
笑顔ある健康の輪～

第２９回
県民レクリエーション祭

◇開催日時 （小雨決行）

11月１7日（日）
開 会 式　午前９時～
競技開始　午前９時40分～午後３時30分
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地
域
の
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

広
が
れ
！
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

▲オレンジリング
「認知症を正しく理解し、
認知症のある人やその家族
を温かく見守る」認知症サ
ポーターの証です。

（注）認知症の対象者と写真の方とは関係ありません。
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つ  
な  が  る  

支  
援  

オ  
レ  

ン  
ジ  リ  ン  

グ  
で  

在
、
85

歳
以
上
の
方
の
４
人
に
１

人
が
「
認
知
症
」
の
症
状
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
か
か
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。認
知
症
に
な
る
と
、

生
活
す
る
上
で
、
い
ろ
い
ろ
と
困
っ
た

現

出
来
事
が
出
て
き
て
、
本
人
の
不
安
や

戸
惑
い
は
も
ち
ろ
ん
、
介
護
す
る
家
族

の
ス
ト
レ
ス
等
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
の
人
は
、
住
む
環
境

が
変
化
す
れ
ば
症
状
が
さ
ら
に
進
行
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た

地
域
で
認
知
症
の
人
が
生
活
す
る
に

は
、
周
り
に
多
く
の
応
援
者
（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
が
必
要
で
す
。

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』
と
は
、
何

か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
方
々

を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。

知
症
の
理
解
を
深
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い

た
だ
く
た
め
、
阿
久
根
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
や
認
知

症
の
人
と
接
す
る
時
の
心
構
え
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
講
座
を

受
け
る
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
開
催
す
る
日
程
以
外
で

集
落
や
職
場
な
ど
で
講
座
開
催
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
阿
久
根
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
時

・
11

月
12

日
㈫

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30

分

午
後
６
時
30

分
〜
午
後
８
時

・
11

月
21

日
㈭

午
前
10

時
〜
午
前
11

時
30

分

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30

分

認

◇
場
所

働
く
女
性
の
家
２
階
　
講
習
室
３

◇
定
員
　
20

名
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
申
込
方
法
・
期
限

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
地
域
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
７
２

■地域の相談窓口
・阿久根市地域包括支援センター
☎０９９６－７３－１２７２

・医療機関　まずはかかりつけ医にご相談を
■県認知症コールセンター　【相談】火・水・金
・認知症の人と家族の会　　　午前10時～午後４時
☎０９９－２５７－３８８７

■若年性認知症コールセンター（厚生労働省）
【相談】月～土　午前10時～午後３時
☎０８００－１００－２７０７

認知症の悩みや介護に関する相談窓口sss

地
域
の
皆
さ
ん
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』
は
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の

応
援
者
で
す

認知症サポーターに

なりませんか？

～安心していきいきと
暮らせるまちを目指して～

認知症サポーター
養成講座開催

広がれ！認知症サポーター
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西目（落、枦、馬見塚、佐潟）・
遠見ケ岡・倉津地区

◇対象地区　落区・枦区・馬見塚区・佐潟区・
遠見ケ岡区・倉津区

◇運 行 日　月曜日・水曜日
◇運行時間
・行　き　１便　各　地　域　午前８時発

２便　各　地　域　午後１時30分発
・帰　り　１便　市役所付近　午前11時50分発

２便　市役所付近　午後３時50分発
◇料　　金　一人１回　200円

月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
落

区
、
枦
区
お
よ
び
馬
見
塚
区
で

運
行
し
て
い
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
、

西
目
（
落
、
枦
、
馬
見
塚
、
佐
潟
）・

遠
見
ケ
岡
・
倉
津
地
区
と
市
街
地
中

心
部
を
結
ぶ
コ
ー
ス
に
拡
充
さ
れ
、

よ
り
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
乗
車
の
際
に
は
、
30

分
前

ま
で
に
タ
ク
シ
ー
会
社
へ
の
予
約
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
始
発
便
に
つ

い
て
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
今
回

拡
充
さ
れ
た
地
区
以
外
に
、
大
川
地

区
、
弓
木
野
・
尾
崎
地
区
、
米
次
地

区
、
多
田
・
桑
原
城
地
区
、
脇
本
北

部
・
東
部
・
西
部
地
区
で
も
運
行
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課
　
企
画
推
進
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
４

10

朗

報

阿
久
根
市
乗
合
タ
ク
シ
ー

西
目

（落
・
枦
・
馬
見
塚
・
佐
潟
）
・
遠
見
ケ
岡

倉
津
地
区
か
ら
市
街
地
中
心
部
ま
で
運
行
拡
充
Y

ご予約は 阿久根タクシーまでY
☎090-3665-8484
※脇本地区は　石澤タクシー（それ以外の地区は、阿久根タクシー）
☎０８０－６４２３－８４９６

14Akune
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鹿児島県が南九州西回り自動車道

（阿久根～川内） 都市計画説明会を開催
は、南九州西回り自動車道（阿久根～川内：

約8,660ｍ）の都市計画決定に向けた説明会
を９月３日、４日に市内２カ所で開催しました。

初日に行われた大川小学校では、沿線住民の

方々57名が集まり、説明会後に公開された道路の

計画図を見ながら、自分の住む地域のどこを通る

のかと、興味深そうに見入っていました。

　また、10月２日には、県による同道路の公聴

会が西目地区集会施設で開催され、事前に申請さ

れていた２名の方が、道路整備に向け意見発表を

行いました。

▲説明会で公開された図面を見る参加者。（大川小学校）

県

県による西回り道

住民説明会

防災ヘリで人命救助Y
阿久根消防署と県航空隊が合同訓練

急の日」週間中の９月12日、阿久根消防署

と県消防防災航空隊の合同訓練が、市総合

運動公園の多目的広場で行われました。阿久根消

防署の隊員や県消防防災航空隊など約30名が参加。

「孤立地区から負傷者を搬送する」という想定

で行われた訓練で、地上数十メートルで停止飛行

するヘリから、ロープで隊員が降下して要救助者

を地上から引き上げたり、ヘリから要救助者を救

急車に収容したりするなど、本番さながらの迅速

な動作で取り組んでいました。
▲要救助者を防災ヘリに収容している県消防防災航空隊。ヘ
リは、枕崎市から約30分で市総合運動公園に到着しました。

「救

消防 ・防災ヘリ

合同訓練

▲調印式終了後、固い握手を交わす西平良将市長（右）、ヤ
ナセ産業㈱代表取締役　大戸雅健氏（中央）、県北薩地域
振興局長　萩亮氏（左）

工場増設でヤナセ産業㈱が

阿久根市と立地協定
久根市の電子機器・部品メーカー「ヤナセ産

業㈱」が、山下地区にある同社の敷地内に第

４工場を増設することを決め、９月24日、市役所

で県北薩地域振興局長の萩亮氏立ち会いのもと、

阿久根市との立地協定調印式が行われました。

協定に調印された同社代表取締役の大戸雅健氏

は「年々厳しくなる品質管理の向上に対応するた

め増設したもので、地域の雇用創出や活性化に繋

がるように精一杯頑張ります」と力強く抱負を

語ってくださいました。

阿

ヤナセ産業㈱と

市が立地協定

阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。
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▲昭和46年７月23日に阿久根を直撃した集中豪雨で、大曲地区のがけが崩落。

け
に
近
接
し
た
住
宅
（
図
参
照
）

に
住
ん
で
い
る
方
が
住
宅
を
移
転

す
る
場
合
、
市
で
は
、
住
宅
の
解
体
や

新
し
い
住
宅
の
取
得
等
に
対
し
て
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26

年
４
月
以
降
に
移
転
を
希
望

さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
補
助
の
対
象

が
け
の
高
さ
（
図
中
の
Ｈ
）
が
２
ｍ

が ○
が
け
に
近
接
し
た
住
宅
の 

移
転
に
は
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す

を
超
え
、
こ
う
配
が
30

度
以
上
の
が
け

に
近
接
し
て
い
る
住
宅
（
図
参
照
）
で
、

昭
和
46

年
８
月
31

日
以
前
に
建
築
し
た

住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
補
助
の
内
容

・
危
険
住
宅
の
解
体
費
に
対
す
る
補
助

…
限
度
額
78

万
円

・
新
し
い
住
宅
の
建
設
・
購
入
の
際
の

借
入
金
に
係
る
利
息
に
対
す
る
補
助

…
限
度
額
444

万
円

・
土
地
の
購
入
に
お
け
る
借
入
金
に
係

る
利
息
に
対
す
る
補
助

…
限
度
額
206

万
円

・
敷
地
の
造
成
に
お
け
る
借
入
金
に
係

る
利
息
に
対
す
る
補
助

…
限
度
額
58

万
円

※
問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課
　
建
築
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
９
８

【図】

自分の命や財産を守り、
災害を防止するためには
がけに近接した
住宅の移転が必要です
がけに近接した住宅の移転をお願いしますY
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地
な
ど
に
収
蔵
し
て
い
る
遺
骨
を

他
の
墓
地
や
納
骨
堂
に
移
す
こ
と

を
『
改
葬
』
と
い
い
ま
す
。

改
葬
の
際
に
は
、
管
理
者
で
あ
っ
て

も
、
犯
罪
の
可
能
性
を
疑
わ
れ
ま
す
の

で
、改
葬
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

―
改
葬
手
続
き
の
流
れ

①
改
葬
許
可
の
申
請
書
を
受
領
す
る

遺
骨
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
市
町
村

で
申
請
書
を
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
町
村
に
よ
っ
て
様
式
が
異
な
り
ま
す
。

②
埋
葬
し
て
い
る
事
実
の
証
明

遺
骨
の
収
蔵
場
所
を
証
明
す
る
た

め
、
申
請
書
に
そ
の
墓
地
の
管
理
者

（
墓
地
管
理
組
合
、
区
長
等
）
の
署

名
と
印
鑑
を
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

③
改
葬
先
の
墓
地
又
は
納
骨
堂
の
使
用

許
可
証
の
添
付

遺
骨
を
納
め
る
墓
地
又
は
納
骨
堂

の
使
用
許
可
証
、
受
入
証
明
書
を
１

部
申
請
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

④
申
請
書
を
市
町
村
へ
提
出
し
、
改
葬

許
可
証
を
受
領
す
る

※
火
葬
場
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
火
葬

場
の
使
用
料
が
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
　
環
境
対
策
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
９

墓 遺
骨
を
移
す
際
は
、

改
葬
手
続
き
が
必
要
で
す

で
は
、
主
要
河
川
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
に
、
水
質
検
査
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
検
査
で
は
、
例
年
と
比
較

す
る
と
、
す
べ
て
の
検
査
地
点
で
、

「
大
腸
菌
群
数
」
が
参
考
基
準
値
を

超
え
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
７
地
点

で
「
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
」
も
参
考
基
準
値
を

こ
で
、
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
の

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を
推
進
し
て

お
り
、
設
置
さ
れ
る
方
に
対
し
、
工
事

市

そ
超
え
て
い
ま
し
た
。
（
検
査
結

果
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

そ
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
検
査
時
期
が
気
温

の
低
い
冬
場
か
ら
気
温
の
高
い

農
繁
期
に
変
更
し
た
こ
と
も
あ

り
、
農
業
用
地
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
た
汚
水
の
流
入
、
家
庭
か

ら
の
排
水
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、

ま
ず
、
年
間
を
通
し
て
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
浄
化
す

る
、
合
併
浄
化
槽
の
整
備
・
普

及
の
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現

在
の
市
の
合
併
処
理
浄
化
槽
普

及
率
が
41

％
（
平
成
25

年
３
月

31

日
現
在
）
と
い
う
こ
と
か
ら
、

ト
イ
レ
の
排
水
を
除
く
約
６
割

の
家
庭
排
水
が
未
処
理
で
河
川

に
放
流
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ

て
い
る
ご
家
庭
や
事
業
所
等
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
後
と
も
保
守
点
検
・
清

掃
・
法
定
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
　
環
境
対
策
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
９

【用語解説】
・ＢＯＤ値（生物化学的酸素要求量）

微生物によって水中の有機物が分解される

ときに消費される酸素量のことで、最も一

般的な水質指標の１つ。ＢＯＤ値が10㎎/ℓ
以上で悪臭の発生等がみられ、数値が大き

いほど水質が悪いことになります。

・大腸菌群数

大腸菌および大腸菌と性質が似ている細菌

の数を表します。水中の大腸菌群数の数値

が大きいと、し尿による水質汚濁の可能性

が高いと判断されます。

○
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
排
水
等
の
浄
化
を
心
が

け
ま
し
ょ
う

○
生
活
排
水
の
現
状

河川の水をきれいにするには 

家庭排水の 『浄化』 が大前提 

『合併処理浄化槽』 の整備 ・ 

普及 （現在41％） が必要です
※平成25年３月31日現在

市では、『合併処理浄化槽』の設置を推進していますY
　

阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。
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市 ご

案

内

補
聴
器
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

軽
度

・
中
等
度
の

難
聴
児

3

3

3

の
方
に
Y

18Akune

まずは、
相談して
みたら？

「補聴器購入費助成制度」をご利用ください

では、身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中

等度の難聴児を対象に、言語及び健全な発達を支援するた

め、補聴器の購入費用の一部を助成します。

◇対象者

次の条件をすべて満たす方が、対象になります。

⑴市内に住所を有している18歳未満の児童

⑵両耳の聴力レベルが30デシベル以上、70デシベル未満

で、「身体障害者手帳」の交付対象とならない方

※「身体障害者手帳」の取得が優先となります。

⑶補聴器を使用することで、言語の習得など一定の効果

が期待できると指定医師に判断された方

⑷対象となる児童の世帯内に、市民税所得割額が46万円

以上の方がいないこと

◇対象となる補聴器の種類

補聴器の種類
１台当たり
の基準価格

耐　用
年　数

軽度・中等度難聴用ポケット型 43,200円

原則５年

軽度・中等度難聴用耳かけ型 52,900円
高 度 難 聴 用 ポ ケ ッ ト 型 43,200円
高 度 難 聴 用 耳 か け 型 52,900円
重 度 難 聴 用 ポ ケ ッ ト 型 64,800円
重 度 難 聴 用 耳 か け 型 76,300円
耳 あ な 型 （ レ デ ィ メ イ ド ） 96,000円
耳あな型（オーダーメイド） 137,000円
骨 導 式 ポ ケ ッ ト 型 70,100円
骨 導 式 眼 鏡 型 127,200円

※補聴器の種類によっては、基準価格に含まれないもの

があります。詳しくは、生きがい対策課福祉係までお

問い合わせください。

◇助成額

基準価格の範囲内で購入価格の３分の２以内

※千円未満は切り捨てです。

◇申請に必要なもの

・申請書

・医師の意見書

・補聴器販売業者が作成した見積書

・そのほか必要と認める書類

申請・問い合わせ先
生きがい対策課　福祉係
☎０９９６－７３－１２４０（直通）
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頃の食事のことでヒントを得たい」「一

人じゃ運動を続けられない」「筋トレや

ストレッチをして効果的に運動したい」そんな

方々にオススメな運動を中心とした教室です。

◇対象者

阿久根市に住所のある方で運動のできる方

◇主な内容

筋力トレーニング、全身ストレッチ、

体操、栄養に関する講座

◇参加費　無料

◇日　程（全10回）

11月14日～１月30日

◇時　間

午前10時～午前11時

※栄養講座のある日は、

午前９時45分

～午前11時15分

◇場　所

働く女性の家３階　トレーニング室

◇持参する物

・飲料水　　・室内用シューズ

・タオル（汗ふき用）

・バスタオル（仰向けや座位で使用）

健

コ

康

ー ナ ー

市内のウォーキングコースを知っていますか？

①総合運動公園コース
（外周0.4㎞、0.9㎞、1.5㎞）
②番所丘公園コース
（外周0.8㎞、2.2㎞、３㎞）
③田園コ－ス…脇本上原
（外周１㎞、1.2㎞、３㎞）
④里山コース…脇本大漉
（外周1.72㎞、2.86㎞、4.58㎞）
※運動習慣がある人とは…１回30分以上の運動を週２
回以上実施し、１年以上続けている人

１　運動の必要性を知ろう 
２　自分の健康に適した運動を実践、継続しよう
３　運動やスポーツを楽しく実践・継続するための

環境づくりをしよう

では運動習慣がある人が全体的に少なく、特
に30代で少なくなっています。運動を継続す

ると、高血圧、糖尿病、脳梗塞、虚血性心疾患の
発症を予防することができます。

「日

リフレッシュY健康講座
参加者募集

申込・問い合わせ先
健康増進課　保健予防係
☎０９９６－７３－１２２８（直通）

運
動
と
栄
養
の

講
座
で
す
。

市

今月は『運動』について
◎めざす姿　運動習慣をつくろうY

プラス1,000歩Y

児島県は、現在、肥満

者や糖尿病等生活習慣

病患者が増加傾向です。

そこで、県では健康関連

団体と協働して、県民の健

康への関心を喚起し、生活

習慣の見直しを呼びかける

普及啓発活動を実施してい

ます。

また、市では「あくね元

気プラン」を策定し、領域

ごとに重点目標をかかげて

います。

一人ひとりが健康に関心

を持ち、健康づくりの輪を

広げましょうY

鹿

10月は
かごしま健康イエローカード
キャンペーン期間中です。

イエロー
カード



20Akune

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
予
約
の
際
は
、「
相
談
内
容
」・「
氏
名
」・

「
基
礎
年
金
番
号
」・「
連
絡
先
（
電
話
番
号
）」

な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
11
月
21
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
10
会
議
室（
１
階
）

◇
持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
特
別

便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

・
本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
も

必
要
で
す
。

◇
予
約
受
付　
11
月
１
日
〜
11
月
13
日（
厳
守
）

※
予
約
受
付
先
　市
民
環
境
課
　住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８

植
木
剪
定
講
習
会
の

参
加
者
募
集

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
植
木
の
剪
定

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。受
講
希
望
の
方
は
、

10

月
25

日
㈮
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

◇
日
時
　
10
月
31
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

◇
場
所
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

◇
持
参
す
る
物

筆
記
用
具
、
手
袋
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
剪
定

鋏
な
ど

◇
講
師
　
鹿
児
島
造
園
技
術
専
門
校
指
導
員

◇
定
員
　
25
名

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

（
公
社
）阿
久
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
８
８
８

農
林
水
産
物
等
の
展
示
商
談
会

へ
の
出
展
経
費
補
助

市
内
で
農
林
水
産
物
を
生
産
・
加
工
・
販

売
す
る
者
等
が
、新
た
な
販
路
開
拓
の
た
め
、

市
が
認
め
る
展
示
商
談
会
に
出
展
す
る
経
費

に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

◇
補
助
対
象
者

阿
久
根
市
に
住
所
を
有
す
る
農
林
水
産
物

生
産
者
お
よ
び
加
工
販
売
業
者
等

◇
補
助
対
象
と
な
る
経
費

展
示
商
談
会
出
展
事
業
に
要
し
た
費
用

◇
補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額

※
問
い
合
わ
せ
先

・
農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
４
２
（
直
通
）

・
水
産
林
務
課
　
水
産
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
６
２
（
直
通
）

宅秋 海
地
建
物
取
引
の

無
料
相
談

の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン

区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

宅
地
建
物
の
取
引
や
相
続
、登
記
、

税
金
な
ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士
や
税

理
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
司
法
書

士
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時
　
11
月
７
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所
　
薩
摩
川
内
市

川
内
文
化
ホ
ー
ル

※
問
い
合
わ
せ
先

県
土
木
部
建
築
課
　
管
理
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
０
７

「
ベ
テ
ラ
ン
の 

慣
れ
と
疲
れ
が

事
故
の
も
と
Y
」

「
農
作
業
は
も
ち
ろ
ん
　
行
き
も
帰
り
も

 

要
注
意
Y
」

稲
刈
り
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
・
準
備
な

ど
農
作
業
が
忙
し
い
時
期
で
す
。
特
に
農
作

業
中
に
お
け
る
事
故
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

平
成
25
年
の
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
登
録
漏

れ
な
ど
の
確
認
が
必
要
な
方
は
縦
覧
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
縦
覧
期
間
　
10
月
20
日
㈰
〜
11
月
３
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
縦
覧
場
所
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
６
７
（
直
通
）

り
ま
す
。
農
作
業
事
故
の
未
然
防
止
等
の
た

め
、
次
の
安
全
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
ゆ
と
り
を
も
っ
た
無
理
の
な
い
農
作
業
を

計
画
し
、「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
と
」
の
危
険

箇
所
を
共
有
す
る
。

○
農
業
機
械
を
ほ
場
に
入
れ
る
際
は
、
進
入

路
や
路
肩
、
あ
ゆ
み
板
な
ど
段
差
の
あ
る

場
所
に
注
意
し
て
、
機
械
の
転
落
、
転
倒

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
。

○
ほ
場
作
業
以
外
は
必
ず
左
右
ブ
レ
ー
キ
ペ

ダ
ル
を
連
結
し
、農
作
業
中
の
降
車
時
は
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
、
ブ
レ
ー
キ
で
固

定
す
る
。

○
乗
車
時
は
必
ず
安
全
フ
レ
ー
ム
を
適
正
に

装
着
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
お
よ
び
ヒ
モ
付

き
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。
ま
た
、

巻
き
込
ま
れ
事
故
を
防
ぐ
た
め
服
装
に
留

意
す
る
。

○
農
業
機
械
の
取
り
扱
い
は
、
安
全
チ
ェ
ッ

ク
を
徹
底
し
、
事
故
頻
度
が
高
い
動
力
刈

払
機
は
安
全
使
用
を
心
が
け
る
。

○
耕
う
ん
機
に
よ
る
挟
ま
れ
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
作
業
場
所
の
安
全
性
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
い
つ
で
も
緊
急
停
止
で
き
る
よ

月
は
土
地
月
間
で
す
。
土
地
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

10

今
月
は

何
が
あ
る
の
か
な
？

20Akune

　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです
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なが　 しま

よね　 だ

う
に
注
意
す
る
。

○
農
作
業
中
の
災
害
に
備
え
、
労
災
保
険
等

に
加
入
す
る
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
４
２
（
直
通
）

漁
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を
Y

平
成
25
年
11
月
１
日
現
在
で
、
漁
業
セ
ン

サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
水

産
行
政
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

10
月
下
旬
に
調
査
員
証
を
携
帯
し
た
調
査

員
が
、
調
査
票
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す

の
で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
し
た
内
容
は
、
統

計
資
料
の
作
成
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課
　
統
計
調
査
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
５
（
直
通
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

11
月
９
日
㈯
か
ら
11
月
15
日
㈮

◇
わ
っ
火
事
だ
Y
そ
の
時
の
心
構
え

「
早
く
知
ら
せ
る
」「
早
く
火
を
消
す
」

「
早
く
逃
げ
る
」

・
火
を
使
う
時
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
火
を
消
し
た
時
は
、
完
全
に
消
え
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る

・
出
か
け
る
前
や
寝
る
前
に
、
火
の
元
を
確

か
め
る

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
Y

設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
２
年
以
上
経
過
し

ま
し
た
。
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
、
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
で
悪
質
な
訪
問
販
売
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
　
警
防
課
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９

あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
」

県
議
会
と
県
民
と
の
意
見
交
換
会

〜
知
恵
を
出
そ
う
　
み
ん
な
で
創
ろ
う

鹿
児
島
県
の
未
来
〜
　
の
開
催

◇
日
時
　
11
月
16
日
㈯

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所
　
薩
摩
川
内
市
　
中
央
公
民
館

◇
テ
ー
マ
（
予
定
）

「
あ
な
た
の
考
え
る
北
薩
地
域
の
振
興
策
」

ほ
か
県
政
一
般

◇
参
加
議
員

正
・
副
議
長
、
地
元
選
出
議
員
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先

県
議
会
事
務
局
　
総
務
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
０
１
３

「産
地
が
わ
か
る
Y

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法

『
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
』
で
は
、
飲

食
店
な
ど
、
お
米
類
や
ご
飯
を
扱
う
事
業
者

に
次
の
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
取
引
記
録
の
作
成
・
保
存

◇
お
客
様
へ
の
原
料
米
の
産
地
の
お
知
ら
せ

※
問
い
合
わ
せ
先

九
州
農
政
局
　
鹿
児
島
地
域
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
０
１
２
２

月
31
日
ま
で
『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
』
を
実
施
中
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

12

まちのイベント紹介
10月27日(日)
午前10時～午後３時

11月３日(日)
午前７時30分～午後６時

出水商業高等学校
体育館

本町通り

第17回
出水商業デパート

本町の「秋の市」

問い合わせ先

問い合わせ先

出水商業高等学校
☎0996-67-1069

本町通り商店街
事務局
☎0996-73-3131

出水商業高校生徒による手作りの百貨店。生
徒たちが、真心こめた「おもてなし」をいたし
ます。多くの皆さまのご来店をお待ちしています。

本町通りで毎年恒例の「秋の市」が開催され
ます。植木や花の苗、金物類の露天がならびま
す。ぜひこれを機会にお求めください。

　 ら し の 情 報 く s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001
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　未返却本はありませんか？
りたまま、いつの間にか忘れてしまってい
る本はありませんか。未返却の方に対して

は、返却予定日から１カ月を過ぎると、電話で
お知らせをしています。
人気のある本は予約も多く、順番を心待ちに
されている方もいらっしゃいます。皆さまのご
理解とご協力をよろしくお願いします。

　新刊案内
・『光秀の定理』	 垣根 涼介（著）

永禄３年、京で３人の男が出会っ
た。食い詰めた兵法者・新九郎、謎
の坊主・愚息、浪人中の明智光秀。
この小さな出逢いが、その後の歴史
の大きな流れを作ってゆく。光秀の
実像に迫る歴史小説。

・『もう一枝あれかし』	 あさのあつこ（著）
男はなぜこうも散り急ぐのか。遺
された妻たちの、女にしかできない
戦い方とは。男と女の一途な愛を描
いた時代小説５編を収録。

・『生きることはおもしろい』	 五木 寛之（著）
締め切り前の高熱も、寝台列車で
の呻吟も、苦い別れの記憶さえ…。
「味気なき世をおもしろく」と思い
つつ毎日を過ごしている著者が、生
きることの楽しさを綴る。

・『よるのきかんしゃ、ゆめのきしゃ』	 トム･リヒテンヘルド（絵）
シェリー･ダスキー･リンカー（文）

蒸気機関車が駅に着いたら、
動物たちは大忙しY 冷蔵車には
アイスクリーム、タンク車には
ペンキ。次々と荷物を積み込ん
で…。

図書館へ行こうY 市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

t
『
映
画
・
ド
ラ
マ
原
作
本
の
世

界
コ
ー
ナ
ー
』
を
設
置
し
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

借

第26回全国菓子大博覧会で表彰

写真左から菓子工房いしはらの石原昌信さん、三春堂菓子
舗工場長の杉山始さん、日嗣屋菓子舗の猿楽啓市さん

広島市で４月19日から５月12日まで開催された
「第26回全国菓子大博覧会・広島」で、日嗣屋菓子
舗の「文旦最中」が観光庁長官賞を受賞し、菓子
工房いしはらの「文旦パイ万十」が全菓博栄誉大
賞を受賞、三春堂菓子舗の「チーズ饅頭」が農林
水産省の食料産業局長賞を受賞し、７月28日、鹿
児島市の城山観光ホテルで栄えある表彰式が行わ
れました。９月５日には、その結果報告のために、
３事業所が揃って市役所を表敬訪問されました。
同博覧会は、ほぼ４年に１度、全国各地から集
まったお菓子が展示・販売等される、日本最大の
お菓子の祭典で、今回は約80万７千人が来場。準
備していたお菓子はあっという間に品切れになっ
たそうです。

人権擁護委員として
人権思想の普及に貢献
人権擁護員の大石啓元さん
が、鹿児島地方法務局長賞を
受賞されました。
大石さんは、平成14年５月

に人権擁護委員として10年以
上活動され、市内の小学校等
で人権教室を実施するなど、
人権思想の普及に尽力されて
きたことから、この度の受賞
となりました。

地元の漁業振興の
新たなリーダーとして
黒之浜で漁業を営む黒永知
幸さんが、県知事が認定する
「青年漁業士」に認定されま
した。
黒永さんは、父親と一緒に

26年以上も漁業経験を積みな
がら、黒之浜地区で行ってい
るウニの密度管理による磯
焼け対策にも積極的に取り組
み、その要として活躍されて
いることなどが認められての
認定となりました。

人権擁護委員
大石啓元さん

青年漁業士
黒永知幸さん
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阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

鮮
烈
に
庭
の
鶏
頭
咲
き
さ
か
る
秋
日
鋭
き
旱

ひ
で
り

の
な
か
に 

白
濵
　
ノ
ブ

寡か

黙も
く

に
て
人
望
あ
つ
き
君
逝
き
ぬ
消
し
が
た
く
を
り
登
録
電
話 

亀
澤
　
笑
子

夕
つ
陽
の
風
の
奥
よ
り
聞
こ
え
く
る
今
を
限
り
の
ひ
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ 

有
田
イ
チ
エ

風
鈴
の
音
色
が
風
を
運
び
き
て
か
す
か
に
聞
こ
ゆ
秋
の
足
音 

佐
潟
　
俊
子

大
分
に
て
盆
も
帰
れ
ず
病
室
の
天
井
見
つ
め
聴
く
蟬
し
ぐ
れ 

野
村
　
克
江

歌
通
し
仲
ら
ひ
長
き
人
逝
き
給
ふ
阿
久
根
の
海
の
歌
多
か
り
き 

木
場
　
克
子

花
な
ら
ば
お
前
は
野
菊
と
言
ひ
し
夫
ふ
と
思
ひ
を
り
野
菊
咲
く
道 

川
畑
　
ス
ミ

変
気
象
大
暑
な
る
に
も
鶯
の
遠を

方ち

此こ

方ち

に
い
て
そ
の
声
き
こ
ゆ 

遠
矢
　
　
律

ひ
た
す
ら
に
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
唱
へ
つ
つ
皺し
わ

の
ひ
と
つ
に
ク
リ
ー
ム
を
ぬ
る 

飛
松
　
保
子

歌
会
に
て
「
歩
道
短
歌
」
を
絶
賛
し
て
や
ま
ざ
り
し
友
逝
き
給
ひ
け
り 

河
南
誠
一
郎

「
あ
っ
た
よ
。
亡
く
な
っ
た
母
が
大
事

に
し
ま
っ
て
く
れ
て
い
た
よ
う
だ
」
と

い
う
田
上
拓
郎
さ
ん
の
弾
ん
だ
声
を
聴

き
、
私
は
慌
て
て
今
月
号
の
特
集
用
に

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
ま

っ
て
い
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
49
年
前

に
田
上
さ
ん
が
聖
火
リ
レ
ー
で
着
用
さ

れ
た
美ミ

津ズ

濃ノ

製
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
。

　
そ
し
て
、
表
紙
で
そ
れ
を
着
て
い
る

子
は
、
阿
久
根
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
所
属
し
て
い
る
田
上
叶か
な
たさ
ん
（
９

才
）。
田
上
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
で
す
。

「
自
分
が
走
っ
た
よ
う
に
、
も
し
、
孫

や
自
分
が
関
わ
っ
た
子
た
ち
に
走
る
機

会
を
与
え
て
も
ら
え
た
ら
、
こ
れ
以
上

の
喜
び
は
な
い
ね
」
と
話
す
田
上
さ
ん
。

本
当
に
「
叶
う
」
の
で
は
と
期
待
し
て

し
ま
う
自
分
が
い
ま
し
た
。 

（
寺
園
）

人のうごき
９月30日現在

（　）は前月比

人　口
22,654人
（－50人）

男
10,609人
（－26人）

女
12,045人
（－24人）

世帯数
10,534世帯
（－14世帯）

出 生	 5人
死 亡	 37人
転 入	 35人
転 出	 53人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

牛
之
濱
陽は
る

斗と

　
竜
　
一
（
牧
　
内
）

大
田
　
一か
ず

翔と

　
　
健
　
（
尻
　
無
）

西
　
　
匠
た
く
み

　
　
　
誠
　
（
折
口
東
）

大
原
　
好こ
の

葉は

　
達
　
矢
（
　
潟
　
）

寺
地
　
魁か
い

　
　
貴
　
彦
（
波
　
留
）

　
通
　
幹か
ん

大た

　
良
　
治
（
山
下
馬
場
）

新
坂
上
正
義
85
（
　
段
　
）
朝
　
美

西
　
　
京
子
78
（
黒
之
上
）
宇
都
千
秋

川
畑
　
タ
ミ
86
（
川
畑
中
）
光
　
義

植
村
　
政
文
65
（
山
下
馬
場
）
下
平
富
士
子

中
田
コ
ナ
ミ
87
（
牛
之
浜
）
勝
　
美

小
村
　
記
郎
77
（
瀬
之
浦
下
）
ノ
リ
子

𦚰
嵜
オ
ソ
ヱ
95
（
脇
本
浜
）
石
原
忠
治

浅
野
　
一
男
84
（
仲
仁
田
）
ミ
ス
ヱ

赤
松
ス
ミ
ノ
83
（
萇
　
野
）
博
　
文

宮
内
　
正
美
87
（
波
　
留
）
ト
ミ
エ

㞍
無
濵
ト
キ
ミ
81
（
尻
　
無
）
　
学

猿
樂
　
七
藏
84
（
佐
　
潟
）
ナ
　
リ

松
木
　
昇
　
42
（
脇
本
浜
）
中
野
歩

平
　
　
長
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喜
久
藏
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（
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潟
）
多
實
子

上
𦚰
ツ
ヨ
子
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（
高
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口
）
　
悟

川
畑
ツ
ヤ
子
85
（
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場
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勉

川
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郁
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（
波
　
留
）
秀
　
德

花
木
ハ
ツ
ミ
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（
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場
）
和
　
男

小
中
　
富
雄
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（
瀬
之
浦
下
）
茂
　
信

川
原
　
タ
ヨ
87
（
遠
　
矢
）
康
　
弘

篠
原
　
敬
吾
69
（
佐
　
潟
）
ヤ
ス
子

新
枦
シ
ラ
ノ
91
（
飛
　
松
）
道
　
雄

餅
越
セ
ツ
ミ
71
（
弓
木
野
）
深
　
志

松
永
　
文
代
55
（
　
町
　
）
山
下
勝
江

花
田
　
住
義
92
（
　
段
　
）
徳
　
志

牛
之
濱
キ
ミ
ノ
99
（
萇
　
野
）
ミ
キ
ヱ

楠
田
　
益
雄
81
（
的
　
場
）
幸
　
美

梶
尾
　
キ
ヌ
95
（
黒
之
浜
）
信
　
義

奥
平
　
武
人
74
（
中
屋
敷
）
竜
一
郎

宮
𠩤
　
ユ
リ
81
（
大
　
尾
）
藤
　
雄

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

９月７日、脇本海岸でサーフィンを楽しむ、県内外の愛好家など
約50名が、ビーチクリーン活動の一環で、脇本海岸を清掃されまし
た。今回は、『日本サーフィン連盟熊本支部』主催で行われましたが、
年４～５回ほど地元サーファー有志の呼びかけにより、同じような
活動を実施しているそうです。

同支部の宮西孝彰さんは、「昔と比べてだいぶ様変わりしたけど、
30数年通っているこの美しい脇本海岸を、ずっと後世に残していけ
ればと思い、実施・参加しています」と熱く語っていただきました。

阿
久
根
を

『
清
掃
』
致
し
候
。ボランティアで脇本海岸を清掃 

されたサーフィン愛好家の皆さん

其
の
拾
七
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日
替
わ
り
ラ
ン
チ
や
弁
当
も
出
来
ま
す

本
の
好
き
な
方
い
っ
ぱ
い
有
り
ま
す

モーニングセット ４８０円

阿久根市塩鶴町1-89
（店主）岩崎一男

トースト・サラダ・果物・つまみ・ゆで卵・有機栽培コーヒー

校を卒業してから、両親が経営する会

社で働き出して16年目、３児の父。魚

の仕入れから運搬、営業まで何でもこなす

元気者
モン

です。でも、毎朝４時出勤は辛いと

苦笑いの猿楽さん。

代表取締役で、父親でもある秀
ひで

人
と

さんは

「今では自分がしていた半分以上の仕事を

任せている。お客さんから、20歳ぐらいま

では『社長の半分』と言われていたが、最

近では『よか跡継ぎができたな』と言われ

るほど一人前になってくれた」と話し、思

わず笑みがこぼれる。

猿楽さんは「自分の会社の商品を『おい

しい』と言ってもらえると、嬉しくてやり

がいを感じる。また、トラックで営業に回

るたび、色んな出会いや驚きがあって楽し

い」と話してくれました。がんばれ！さる

がく水産２代目！

高

◇趣味：ゴルフ、育児（イク
4

メン）

◇将来の夢：

自分が目利きした阿久根の 
おいしい魚を全国に送ること。

◇阿久根へひと言：

子どもと一緒に安心して遊べる

公園がたくさんほしい。

者元気
モン

アクネの

ＦＲＥＳＨ ＳＭＩＬＥ
フレスマ プラス

＋

猿
さる

楽
がく

　逸
いつ

人
と

さん

（34）
【勤務】
株式会社　さるがく水産

11月24日㈰
午前８時20分　開会式

市総合運動公園内

『阿久根市民駅伝大会』が、市総合運動公園内のコース、男子・
女子の部9.2㎞、小学生の部7.7㎞で今年も開催されます。１チー
ムは、監督１名、選手５名、補欠２名以内で登録。さわやかな
秋風のなか、健康と体力づくり、仲間同士の親睦を図るために
ぜひ、参加してみませんか。

阿久根市民駅伝大会
参加者募集！
　
問い合わせ先
市陸上競技協会事務局
☎090-6770-2084

t
自
慢
の
７
ト
ン
の
い
け
す
。
多
い
と
き
は
カ
ン
パ
チ
や

ブ
リ
、
ヒ
ラ
メ
が
100

本
も
入
る
。


